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▲吉田健作（兄） ▲吉田増蔵（弟）

◆
博
物
館
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

小
中
学
生
は
令
和
５
年
度
中 

博
物
館
を

何
度
で
も「
無
料
で
見
学
Ｏ
Ｋ
！
」

と
い
う
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
!!

　
み
や
こ
町
歴
史
民
俗
博
物
館
は
、福
岡

県
が
企
画
し
た
「
子
ど
も
美
術
館
・博
物

館
無
料
鑑
賞
事
業
」に
参
加
す
る
こ
と
に

伴
い
、令
和
５
年
度
中
、小
中
学
生
の
常

設
展
観
覧
料
を
無
料
に
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、令
和
６
年
３
月
末
ま
で

「
小
中
学
生
な
ら（
町
内
外
問
わ
ず
）」「
無

料
で
」「
何
度
で
も
」当
館
の
常
設
展
示
を

ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
当
館
へ
何
度
で
も
足
を
運

び
「
み
や
こ
町
歴
史
博
士
」を
目
指
し
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

　
な
お
、こ
の
事
業
で
は
県
内
の
多
く
の

美
術
館
・博
物
館
等
も
同
様
に
無
料
で

楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
す（※

一
部
対
象

外
の
内
容
も
あ
り
ま
す
）。詳
し
く
は
以

下
機
関
宛
て
お
問
合
せ
下
さ
い
。

●
み
や
こ
町
歴
史
民
俗
博
物
館

（
０
９
３
０
）３
３-

４
６
６
６

●
福
岡
県
人
づ
く
り
・県
民
生
活
部

　
文
化
振
興
課（
０
９
２
）６
４
３-

３
３
８
２

★
講
座・教
室・催
し
物
ガ
イ
ド

５
月
の
歴
史
講
座

【
漢
詩
紀
行
講
座
】

　

５
月
６
日
（
土
）
９
時
30
分
〜

【
古
文
書
講
座
】

　

５
月
13
日
（
土
）
10
時
〜

【
古
典
か
な
講
座
】

　

５
月
20
日
（
土
）
9
時
30
分
〜

【
み
や
こ
学
講
座
】

　

５
月
27
日
（
土
）
10
時
〜

※

日
程
等
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

見
学
会
等
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

★
小
中
学
生
の
皆
さ
ん
へ「
オ
ト
ク
で
耳
よ
り
」な
ニ
ュ
ー
ス
！

▲巨石古墳や三重塔など古代の技術のすばらしさを見学し
　ていただきました。

▲奉納後は大きな拍手が！伝統芸能は見事に継承されまし
　た。

　４月１５日（土）・１６日（日）、勝山黒田にある
黒田神社の神幸祭で町指定文化財「黒田楽」
が奉納されました。コロナウイルスにより３年
間中断したため、練習には奉納経験者の中・高
校生も指導に協力していただき、見事に復活
することができました。

　３月１９日（日）松下政経塾第４３期生の皆
様がみやこ町を訪れ博物館や町内史跡を見
学しました。奈良など古代の政治的中心地
と同規模の史跡が多数所在していることに
驚きの様子で、様々な質問を受けました。

３月・４月の業務日誌から

　

当
館
で
は
「
令
和
」
改
元
５
周
年

及
び
、
み
や
こ
町
先
人
顕
彰
マ
ン
ガ

の
完
成
を
記
念
し
て
マ
ン
ガ
の
対
象

人
物
の
一
人
、
吉
田
増
蔵
が
考
案
し

た
元
号
ゆ
か
り
の
「
昭
和
の
日
」
か

ら
企
画
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
企
画
展
で
は
「
昭
和
」
の
元

号
及
び
「
平
成
」
在
位
の
天
皇
陛
下

の
称
号
・
名
前
を
考
案
し
た
、
み
や

こ
町
出
身
の
漢
学
者
、
吉
田
増
蔵
や

そ
の
兄
健
作
ゆ
か
り
の
資
料
を
展
示

し
ま
す
。
ま
た
現
在
、
若
い
人
々
を

中
心
に
注
目
を
集
め
て
い
る
「
昭
和

レ
ト
ロ
グ
ッ
ズ
」
を
集
め
た
「
ミ
ニ

展
示
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
ま
す
。

　

な
お
企
画
展
開
催
中
は
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
楽
し
み
な
が
ら
、
元
号

に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
う
た
め
、
元

号
発
表
の
舞
台
を
再
現
し
た
「
歴
史

的
瞬
間
体
験
コ
ー
ナ
ー
」
を
開
設
し

ま
す
。
ま
た
、
開
催
期
間
中
み
や
こ

町
図
書
館
で
吉
田
兄
弟
や
企
画
展
関

連
図
書
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま

す
。
大
型
連
休
を
利
用
し
て
是
非
ご

来
館
く
だ
さ
い
。

「
吉
田
兄
弟
物
語
展
」

「
吉
田
兄
弟
物
語
展
」

「
令
和
」改
元
５
周
年・先
人
顕
彰
マ
ン
ガ
完
成
記
念
特
別
展

「
令
和
」改
元
５
周
年・先
人
顕
彰
マ
ン
ガ
完
成
記
念
特
別
展

会
期
：
４
月
29
日（
祝
：
昭
和
の
日
）〜
６
月
25
日（
日
）

会
期
：
４
月
29
日（
祝
：
昭
和
の
日
）〜
６
月
25
日（
日
）

▲歴史的瞬間の「なりきり」体験実施中！

▲吉田増蔵誕生シーン（抱き上げているのが兄、健作）
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み
や
こ
の
歴
史
発
見
伝

吉
田
増
蔵（
そ
の
十
二
）

よ
し

だ

ま
す

ぞ
う

吉
田
兄
弟
の
功
績
② 157

麻製品の必要性を説く吉田健作

日本初の製麻工場完成のシーン

完成したみやこ町の先人顕彰マンガ 「吉田兄弟物語」

先
人
顕
彰
マ
ン
ガ
「
吉
田
兄
弟
物
語
」

　

み
や
こ
町
は
、
令
和
４
年
度
、Ｂ
＆

Ｇ
財
団
の
「
ふ
る
さ
と
ゆ
か
り
の
偉
人

マ
ン
ガ
の
製
作
と
活
用
事
業
」
に
よ
り

マ
ン
ガ
製
作
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
対
象
人
物
と
な
っ
た
吉
田
増
蔵
に

つ
い
て
は
先
月
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
し

た
が
、
今
回
は
そ
の
兄
で
「
日
本
近
代

製
麻
業
の
父
」
と
称
え
ら
れ
て
い
る
吉

田
健
作
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

上
京
ま
で

　

吉
田
健
作
は
、
嘉
永
５
年
（
１
８
５

２
）
に
京
都
郡
上
田
村
（
現
み
や
こ
町

勝
山
上
田
）
に
生
ま
れ
、
漢
学
者
の
村

上
仏
山
が
上
稗
田
村
に
開
い
た

私
塾
「
水
哉
園
」
で
学
び
ま
す
。

明
治
７
年（
１
８
７
４
）に
は「
小

倉
県
」
に
就
職
し
、
故
郷
の
農

業
振
興
に
貢
献
し
ま
す
。
こ
の

翌
年
２
月
に
上
京
し
、
５
月
に

は
内
務
省
に
勤
務
し
ま
す
。
こ

れ
以
降
、
彼
は
日
本
の
産
業
振
興
策
に

深
く
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
麻
の
研
究

　

吉
田
健
作
は
、
大
久
保
利
通
が
推
し

進
め
る
産
業
振
興
策
の
技
術
者
と
し
て

働
き
な
が
ら
、
欧
米
諸
国
に
追
い
つ
く

た
め
に
は
紡
績
業
、
特
に
製
麻
業
の
発

展
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
、
日
本
の
気

候
・
風
土
に
適
し
た
亜
麻
の
栽
培
、
製

麻
技
術
の
研
究
に
没
頭
し
ま
す
。

　

明
治
11
年
（
１
８
７
８
）
フ
ラ
ン
ス

で
開
催
さ
れ
た
パ
リ
万
国
博
覧
会
へ
松

方
正
義
（
後
の
首
相
）
に
随
行
し
て
フ

ラ
ン
ス
に
渡
り
ま
す
が
、
フ
ラ
ン
ス
で

は
日
本
と
の
技
術
的
な
格

差
を
目
の
当
た
り
に
し
ま

す
。
現
実
を
痛
感
し
た
健

作
は
フ
ラ
ン
ス
北
部
の

リ
ー
ル
市
に
あ
っ
た
大
規

模
な
亜
麻
の
栽
培
農
家
で
、

昼
間
は
、
製
麻
技
術
の
実

地
研
修
、夜
は
フ
ラ
ン
ス
語
、

機
械
工
学
な
ど
、
文
字
通

り
寝
食
を
忘
れ
て
技
術
習

得
に
努
め
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
３
年
と
い
う
短
期

間
で
製
麻
に
関
す
る
一
連

の
技
術
や
知
識
を
習
得
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

こ
の
無
理
が
た
た
っ
て
重
い
喘
息
の
持

病
を
抱
え
ま
す
。

横
田
万
寿
之
助

　

健
作
が
留
学
す
る
前
年
、
フ
ラ
ン
ス

の
リ
ヨ
ン
近
郊
に
あ
っ
た
工
業
学
校
の

予
備
校
に
入
学
し
、
そ
の
後
リ
ー
ル
の

工
業
学
校
で
製
麻
や
麻
糸
の
紡
織
技
術

を
学
ん
で
い
た
の
が
横
田
万
寿
之
助
で

す
。
彼
と
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
た
稲
畑

勝
太
郎
も
染
色
技
術
の
国
産
化
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。
帰
国
後
、
横
田
万
寿
之

助
は
吉
田
健
作
と
と
も
に
、
滋
賀
県
や

北
海
道
で
製
麻
工
場
の
設
立
に
努
め
、

さ
ら
に
西
陣
織
や
日
本
の
絹
糸
紡
績
に

も
携
わ
り
ま
し
た
。
１
９
３
４
年
に
は

弟
の
横
田
永
之
助
と
共
に
日
本
最
古
の

映
画
会
社
の
一
つ
「
横
田
商
会
」
を
設

立
し
、
初
期
の
映
画
興
行
に
も
携
わ
り

ま
す
。
こ
れ
は
万
寿
之
助
と
共
に
フ
ラ

ン
ス
に
渡
っ
た
稲
畑
勝
太
郎
が
輸
入
し

た
「
シ
ネ
マ
ト
グ
ラ
フ
」
の
興
行
を
引

き
継
い
だ
も
の
で
す
。「
シ
ネ
マ
ト
グ

ラ
フ
」
は
吉
田
増
蔵
や
健
作
と
と
も
に

顕
彰
さ
れ
て
い
る
み
や
こ
町
出
身
の
先

人
で
「
N
E
C
」
の
創
業
者
、
岩
垂
邦

彦
の
師
、
ト
ー
マ
ス
・
エ
ジ
ソ
ン
が
発

明
し
た
世
界
初
の
映
写
機
「
キ
ネ
ト
ス

コ
ー
プ
」
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
す
。

日
本
で
そ
の
興
行
に
尽
力
し
た
の
が
吉

田
健
作
の
盟
友
で
あ
る
横
田
万
寿
之
助

で
あ
る
こ
と
は
非
常
に
興
味
深
い
も
の

で
す
。そ
の
後「
横

田
商
会
」
は
他
社

と
合
併
し
新
た
に

発
足
し
た
映
画
制

作
・
配
給
会
社
が

現
在
の
「
日
活
株

式
会
社
」
で
す
。

工
場
設
立

　

健
作
が
34
歳
の

時
に
、
日
本
初
の
製
麻
工
場
「
近
江
製

絲
紡
織
会
社
」
が
滋
賀
県
大
津
市
に
完

成
し
ま
す
。
こ
の
工
場
は
男
性
工
員
１

６
６
名
、
女
性
工
員
５
２
２
名
を
数
え
、

こ
の
中
に
は
現
在
の
み
や
こ
町
勝
山
出

身
の
人
々
の
名
前
も
多
数
み
ら
れ
ま
す
。

吉
田
健
作
は
横
田
万
寿
之
助
と
機
械
購

入
、
外
国
人
技
術
者
雇
い
入
れ
の
た
め

フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ベ
ル
ギ
ー
な
ど

へ
出
張
し
ま
す
が
、
こ
の
と
き
、
工
場

の
建
設
主
任
と
い
う
重
要
な
役
割
を

担
っ
た
の
が
宮
村
朔
三
で
し
た
。
健
作

よ
り
一
歳
年
上
で
、
同
じ
み
や
こ
町
勝

山
地
域
の
出
身
の
朔
三
も
健
作
と
共
に

工
場
の
生
産
拡
大
に
努
め
製
麻
業
の
発

展
に
尽
く
し
ま
す
。
後
に
彼
は
故
郷
の

黒
田
に
巨
費
を
投
じ
て
公
会
堂
を
建
設
、

寄
付
し
ま
す
。

　

明
治
25
年
（
１
８
９
２
）
２
月
５
日
、

吉
田
健
作
は
フ
ラ
ン
ス
滞
在
中
に
患
っ

た
喘
息
に
よ
り
41
歳
と
い
う
若
さ
で
亡

く
な
り
ま
す
が
、
製
麻
や
繊
維
産
業
の

発
展
は
横
田
万
寿
之
助
、
農
業
振
興
や

故
郷
へ
の
思
い
は
宮
村
朔
三
に
受
け
継

が
れ
ま
し
た
。

（
井
上
信
隆
）

よ
し　
だ　
ま
す

だ　
け
ん 

さ
く

よ
し

ぞ
う

か　
え
い

か
み 

ぶ
つ 

ざ
ん

す
い  

さ
い 

え
ん

お

す
す

ぜ
ん 

そ
く

み
や 

む
ら 

さ
く 

ぞ
う

わ
ず
ら

よ
こ　
た　

  

ま　

す　

の　
す
け

い
な 

ば
た

か
つ　
た　
ろ
う

え
い　
の　
す
け

ぼ
う
せ
き
ぎ
ょ
う

ま
つ

か
た 

ま
さ 

よ
し

ず
い 
こ
う

む
ら
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